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オ

ν
E
E
ム

の
貨
幣
事
説

ι就
い
て

大

研

森

"" 3主主

貸
借
り
魂
が
金
に
宿
る

ω炉
、
金

ω精
一
か
品
民
俗
に
な
る
の
か
。
五
回
人
が
現
今
の
貨
融
市
縦
横
内
機
構
を
検
す
る

時
、
貨
併
は
恰
も
抽
象
的
な
る
倒
他
車
位
校
〈
は
計
算
軍
伎
の
知
〈
に
、

そ
の
職
能
を
品
困
却
す
る
の
を
見
る
で
あ

ら
う
。
そ
し
て
ま
に
質
管
り
畿
瓜
階
段
を
辿
り
て
漸
次
モ

ω訴
に
潤
ゐ
時
、
貨
鮮
は
一
白
財
で
あ
っ
た
ニ
正
を
も

知
る
で
あ
ら
う
。

如
斯
‘
貨
融
市
が
徐
々
に
具
象
よ
り
抽
象
に
向
つ

τ進
ん
に
後
誕
の
道
程
は
決
し
て
坦
ー
々
た
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
金
帥
貨
幣
を
唱
へ
た
出
命
日
記
昨

(
釦
『

O
C同

出

n 
) 

凶

uuiω
『

O
C昨
品

hw山

銀
帥
貨
幣
を
訟
u
h
L

M
内
向
門
戸
。
司

E
o
p

(
品
品

A
F
J
U
F
#

出
・
の

O
『
品
凶
中
，
M
岡

山

可

の
昔
か
ら
、
貨
幣
を
抽
象
的
慣
値
軍
位
、
若
〈
は
計
算
車
位
正
す
る

回

-
n・)

国

g
L
W
E
や

HLMO『
B
Eロ
の
今
に
至
る
迄
、

或
は
貨
幣
は
日

U
H
O『
斜

hr
」

E
Z
か
の
問
題
正
し
て
、

或
は
貨
幣
は

r。ロ
P
E
2
E
5
3
を
有
す
る
か
至
。
:
E
3岳
民

b
者
す
る
か
の
形
に
於
て
、
問
問
え
十
論
議
さ
れ
、
省
祭
主

れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
乍
併
・
貨
幣
に
閲
す
る
理
論
が
純
済
問
申

ω
一
部
門
ご
し
て
秩
序
め
る
憶
系
を
具
ふ
る
に
至

っ
た
の
は
、
近
世
経
済
同
学
の
成
立
し
た
る
十
人
世
紀
以
降
の
ニ
ぜ
で
あ
る
。
そ
れ
迄
は
多
〈
は
、
聞
学
者
賢
人
が
・

ォ
レ
l
ム
白
貨
幣
車
中
設
に
就
い
て

，、
ニh

4 
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オ
レ

i
ム
り
民
僻
年
誌
に
就
い
て

'1， 
プミ

或
は
倫
瑚
道
徳
の
一
部
ご
し

τ、
或
は
献
策
助
言
の
形
式
に
於
て
、
、
そ
の
賞
時
の
王
侯
若
(
は
民
衆
に
説
い
た
も

の
で
あ
っ
て
、
殆
ん

y防
一
切
零
砕

ωも
的
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
ゐ
っ
て
、
珍
ら
し
(
も
貨
幣
現
象

を
秩
序
的
理
論
的
に
解
説
し
て
、
近
世
貨
修
理
論
に
多
大
の
貢
献
を
な

L
た
る
者
を
ニ
コ
ラ
・
オ
レ

l
キ
(Zno-o

。
同
日
日
0

・同凶
M
M
l
♂∞
N
)

ご

す

る
2

彼
は
二
二
二
三
年
仰
同
ヶ

l
ン

(
の
目
ロ
)

の
ア
レ

7
l
ン

(〉]{命日
μ
官
。
)
村
に
生
れ
、
巴
旦
の
文
科
大
事
に

学
ん
で
紳
事
博
士
的
一
準
位
を
得
、

一
一
一
一
五
五
年
に
は
巴
虫
の
ナ
・
ク
ラ
カ
レ
ツ
ヂ
的
事
長
ご
な
る
ザ
カ

l
w
五
世
い
か

仰
凶
の
王
位
に
印
〈
や
、
彼
は
出
事
げ
ら
れ
て

p
v
z
1
(口
比
日
目
)
の
信
正
に
任
や
ら
れ
、

一
三
八
二
年
七
月
十

九
日
英
地
に
残

L
に。

彼
は
殆
ん
い
と
凡
て
の
科
離
に
興
味
を
有
し
‘
蛍
時
山
一
刑
事
者
、
#
問
山
学
者
で
あ
っ
た
ば
か
'
り
で
な
〈
、
数
息
干
の
方

而
仁
於
て
も
耐
放
り
絞
過
を
闘

m
l、
分
数
議
を
使
川

L
K最
初
的
人
で
あ
っ
た
引
共
著
書
に
は
こ
口
町
一
R
E
F

s
o
p
E
Eロ目立

wu〉一向。
E
E
E
H
V円
8
2
E
C
E
E
E
な
ど
が
も
る
o
彼
は
又
ア

oy
ス
ト
1
ト
ル
の
郁
誇
を
も
企

t
、

二
二
七

O
年
に
は
そ

ω
-
H
E
B
E
を、

一
一
二
七
一
年
に
は
=
司
o
E
E
t
z
u
w
n
O
D
O
E一
日
立
を
、
同
も
も
催
。
ャ
札
日

r引
V
A

‘
gam
，AM

三"

ょ，
O
仰
諸
に
諜
遁
し
て
ゐ
る
が
、

然
し
彼
に
不
桁

ω名
撃
を
蹴
+
h

，
得
せ
し
め
た
る
も
の
は
、

'l'f 

一
三
六
四
年

の
著
述
、
H
E
E山
門
戸

G
L
O
B加
Z
P
E
E
P
」
口
百
件

自
己
官
官
。
ロ
5
5
自

gaEZPRR(貨
批
聞
に
関
す
る
起
源
、
性

質
、
法
律
、
及
び
趨
夏
に
閲
す
る
小
論
)
で
あ
っ
た
。
(
政
一
)
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一一一冊目

此
由
一
-
叶
.
2
2
E
z
u
c
は
北
レ
1

ム
自
身
に
よ
っ
て
=
叶
日
E
百
品
川
W
F
目白
ioE】
2
0
5話
回
同
5
ロ
ハ
昨
日

E
O
E
d
O
M
E
Z

さ
れ
た
が
・
そ
れ
は
原
本
山
時
半

-
h
R
Z
E
E
-
o
p
o
n凶
器
ロ
旦
O
E
E
]百円
E
E
-
E一

な
る
去
問
闘
で
備
課

(
駐
-
)

富
山
『
同
叩

ι
o
F
F官
夕
刊

O
E
E
Hリ
内

-MVP
コM
L田
町
泊
三

田
中
に
牝
め
ら
れ
て
あ
る
。

av 

d
司
・
問
。
凶
nro吋
は
一
八
六
二
年
に
〉
白
骨
E
-
m
m
r
m
m
Q
g
n
m
m
E
O
B
}
2
丘
町
O百
円
五
日
聞
に
提
出
し
た
一
論
文
に
は
昨
て
初
め
て
オ
レ
.
1
ム
自
著

書
由
車
問
的
側
仙
を
紹
介
し
た
o
問
。
円
「
司
の
此

ω
論
文
H
-
八
六
四
年
に
「
J
J
~
。
]04弓
mrM
に
依
り
評
誌
を
加
へ
ら
れ
て
羅
削
文
、
仙
文

由
民
主
に
添
、
て
山
服
せ
ら
れ
た
。
そ
白
書
名
は
=
叶
2
E
5
ι
o
U
]
U
B
E
5吊

E
Z
E
5ロ
骨
ω

足
。
ョ
3
2
2
骨

訟

の
o
r
《
げ
自
習
旬
。
『

〉

叶
E
-
Z
門
同
州

M
E
M
Eロロ
Oお
品
。
口
。
hvmEHq-Ml日
目
、
同
胆
血
'
引
で
あ
る
。

余
は
オ

v
l
ム
の
貨
待
問
中
誌
を
論
評
す
る
じ
賞
っ
て
、
先
つ
蛍
時
の
世
相
ご
著
越
の
動
機
ご
そ
略
説
す
る
ゆ
必

要
を
戚
宇
る
o

蓋
L
川
千
説
は
怖
に
之
を
昭
ふ
る
人
、
共
用
へ
る
、
時
代
の
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ア

U
F
1
7
y

(m・
〉

F
E
E
D
)

の
所
調
的
制
貨
制
度
の
臨
務
に
よ

オ
レ

1
ム
が
斗
E
n
Z門
戸
田
を
著
し
た
時
代
は
、

る
貨
幣
理
論
経
腿
の
時
代
で
あ
っ
た
。
卸
も
一
而
に
於
て
は
、
1
3
-
フ
ア
イ
ジ
ズ
ム
の
降
典
己
共
に

k
z
z
u『
山
間
'

同
N
O出
l
H
N回
O
)
、H
g呂
田

〉
A
Z吉
田
(
同
M
M
M
J
H
N
立
)
等
に
よ
っ
て
提
明
せ
ら
れ
た
貨
幣
準
設
は
、

貨
幣
を
倫
理
、
宗
致
、
法
律
及
び
縦
憐
的
諸
方
而
よ
り
弦
究
す
る
の
機
運
を
作
り
た
る
ご
同
時
に
、
蛍
時
著
し
き

ロロ
ω
(
H
H
S。
同

車
官
展
を
遼
げ
た
る
貨
枇
市
総
務
山
普
及
は
、
貨
幣
制
度
安
定
の
必
要
を
痛
戚
せ

L
む
る
に
至
っ
た
n

叉
他
而
に
於
て

11 

王
権
り
樹
立
に
法
〈
閥
提

ω支
出
が
.
貨
幣
の
鎗
遣
に
よ
っ
て
支
耕
せ
ら
れ
た
錦
に
同
時
々
起
っ
た
謡
鋳
改
鼠

ω

結
果
、
貨
幣
問
題
が
的
学
者
の
論
議
の
標
的
ピ
な
る
じ
至
っ
た
の
で
あ
る
o

蓋
L
久
し
き
以
前
よ
h
法
皐
者
逮
は
王

オ
レ
I

ム
山
口
貨
幣
陣
中
設
に
就
V

て

一
六
七

1-Lewinski， The Founders of Politica] Economy， 1922， p. 7 
5. Allmaon， Studien副LrLehre vom GeJdwerL 1'JCI6. S. 6 
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オ
レ

1
ム
の
貨
僻
皐
酷
に
就
い
て

"-，、
J、

様
に
婚
ん
が
た
め
に
羅
馬
帝
国
の
侍
統
ご
、
臨
牒
馬
訟
の
貨
幣
概
念
に
基
き
て
、
貨
幣
は
軍
な
る
表
掌
に
過
ぎ
争
、

叉
賞
金
属
の
欄
値
は
全
〈
想
像
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
一
己
一
五
ふ
見
解
を
以

τ、
岡
王
(
印
右
耳
目
5
1
2
3
ω
)

貨
幣
悪
錯
を
擁
護

L
た
。
(
註

(
桂
三

HME--咽
4
0
ロ
4
t。弓(同
N
3
H
U

山
。
)
が
一
一
一
一
四
六
年
一
月
十
六
日
に
国
E
C
E
=。
山
知
事
に
裂
し
た
る
有
山
中
に
は
=
〉
宮
島
司

リ

rjF』
日
広
日
百
戸
占
暗
記
斗
而
ロ
昨
日
。
官
庁

F
}司
自
〈
抗
日
ロ
耳
件
。
ι件。
HnHOS
ロ
日
骨
目
。
ロ
O
H
O
-
z
ι
。
F
弓
自
。
E
3吋
在
日
目
。
ロ
4
2
2

E
z
a
o
Z号
n
E
3
2
3号
Z
J
z
n同
B
E
t
-
5
5
日比出足

Z

Z
ロロ
S
ω
E
5
E
0
3
5
庁

r
E
t
官
。
廼
骨
ロ
日

Eσ
官
N

a
 

z
。HHEmHwn
骨
EV
内耳内山円。一アニ
a

とある。

そ
の
結
果
第
十
二
世
紀
り
初
葉
か
ら
錦
貨

ω改
惑
が
煩
紫
に
行
は
れ
、

一
O
年
に
は
の
氏

Z
Z白
0
2
0沼
田
門

が
惑
鏡
り
非
合
鳴
し
、
十
三
世
紀
に
於
て
は
吋
E
O
E
E
〉
宮
古
田
(
同
M
M
U
円

NY)
が
貨
幣
の
改
悪
は
そ
の
量
刊
の

標
準
を
縫
夏
す
る
正
一
同
ゆ
混
乱
含
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
正
警
告
し
、

2
2耳
目
ロ
『
O
U
T
u
o
O
)

は
同
四
王
ァ
イ

ヲ
ッ
プ
に
向
っ
て
「
貨
幣
的
改
岡
山
が
阿
民
に
家
ら
し
む
る
損
害
た
る
や
戦
宇
の
比
に
非
中
、
叉
司
}
れ
に
よ
っ
て
図
王

及
び
貴
族
内
歳
入
は
減
少
す
る
の
み
な
ら
十
、
彼
等
が
購
買
せ
ん
ご
す
る
物
口
問
的
債
格
は
倍
加
す
る
」

ご
訴
へ
た

が
如
〈
、
岡
王
が
貨
併
を
感
改
鋳
す
る
の
権
利
.
従
っ
て
貨
融
市
川
酬
明
値
を
決
定
す
る
椎
利
を
宿
す
る
や
析
や
の
問

題
以
、
枇
曾
識
者

ω
深
甚
な
る
注
意
を
悲
起
す
る
に
至
っ
た
。

時
恰
も
仰
蘭
西
は
英
凶
E
百
年
戦
字
削
最
中
で
ゐ
っ
て
、
園
王
は
そ
の
多
額

ω闘
費
ご
王
室
の
刺
狐
ご
を
、
主 の

Ordonnances des Rois de F阻 nce.Decuments monetaires Bd. I. S. :25 
Bd. 2， S. 254目
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ピ
し
て
貨
僚
の
改
鼠
に
求
時
、
貨
併
を
改
鋳
す
る
ニ
ど
一
三
四
八
年
に
は
十
一
回
、
翌
四
九
年
に
は
九
回
、

入
一
年
に
は
十
八
回
に
も
及
び
、
た
め
に
貨
幣
は
固
有

ω品
位
芭
確
質
性
を
失
ぃ
、
物
倒
関
係
は
奈
れ
て
悌
周
は

重
大
な
e
h
H

純
務
的
危
機
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
o

此
の
時
に
営
っ
て
鎗
貨
政
策
の
原
理
を
遁
ぺ
時
弊
ぜ
救
硝
仰
せ
ん
が
た
め
に
纂
遁
せ
ら
れ
た
も
の
が
オ

vr
ム
の

叶日口
g
z
m
で
ゐ
る
ω

従
っ
て
彼

ω著
書
は
一
而
に
於
て
は
世
間
の
貨
幣
改
鋳
に
闘
す
る
疑
問
に
謝
し
て
の
解
答

書
で
ゐ

h
、
他
而
に
於

τは
図
王
の
貨
幣
政
策
に
謝
す
る
抗
議
書
で
あ
っ
た
。

オ
レ

l
ム
の
「
叶
E
n
E
E
号
。
民
間
一
ロ
0・
2
5
F
」ロ日

E
E
C片山民
O
E『
E
自
0
2
Z
E
日
」
は
理
両
Z
政
策
的
二
郎

門
に
分
れ
、

そ
の
内
容
は
表
題

ω
示
す
が
如
(
、
貨
鮮
の
起
源
、
貨
幣
制
度
ゆ
規
定
司

並
に
貨
幣
改
鋳
に
関
す
る

問
題
で
あ
る
。

彼
は
先
つ
怒
一
閣
に
於
て
=
印
E
E
E出
2
2
5
2
2
E
E
o
E如
何

5
4
3
2ム
自
由
自
ご
コ
2
2
3苫
3
S
E
E
P
主

5
5

日
自
白
M戸内
戸
呂
ぽ

ωι-4MCEw
』

E
U
E
品
他
国
u

耳
目

E
E〈
一
吉
岡
門
戸
司
百
戸
時
ロ
ヨ
】
白
石
内

EZBhZPOMonaω
町
内
毘
{
ヨ

E
U
-
-宮
内

Z250ιMnzsZ『
同
岳
山
内

E
一2

ι
E
2
E
m
-
z
「
進
化
せ
る
人
々
は
自
然
の
宮
の
交
換
に
劃
し
て
芋
段
た
る
べ
き
貨
帯

ω使
用
を
見
出
す
、
而
し
て
こ
れ

仁
依
っ
て
自
然
に
人
類
の
困
難
が
救
は
れ
る
、
そ
れ
故
に

貨
幣
は
人
工
的
宮
正
呼
ば
る
』

Z
o
郎
一
九
彼
は

貨
融
市
を
物
'q
交
換
の
困
難
に
基
〈
産
物
な
り
ご
し
、
且
つ
貨
幣
を
人
工
的
富
な
b
z
概
念
し
た
o

こ
の
交
換
要
具

叩事例隣町... -，1~，~司..........~~"

日

5
5
E
Oロ
吉
呂
田
国
自
己
陶
豆
町
た
る
貨
幣

ω素
材
に
は
鋳
迭
の
容
易
な
る
こ
正
.
耐
久
性
に
宮
U
-
}
記
、
取
扱
に
便

オ
レ

3

ム
の
貨
僻
皐
訟
に
就
い
て

一
大
九

G. Schmidt， Der konstante Geldwert vom Oresmius bis Knapp. 1925 
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オ
レ

1
ム
の
貨
幣
単
訟
に
就
い
て

七
O 

利
な
る
ニ
正
、

向
ほ
此
他
に
そ
の
少
量
を
以
て
他
の
大
量
を
取
得
し
得
る
も
の
、

換
言
す
れ
ば
、

員
霊
に
し
て
一
向

痕
な
る
物
が
泊
す
る
。
比
傑
件
を
最
も
善
〈
具
備
す
る
も
の
は
金
銭
で
ゐ
る
。
(
計
三
)
(
諮
問
)

(
註
=
一
)

羅
旬
文
に
は
ご
吉
山
戸

E
E
m
E
Z
B
官
円

E
E
Z己
戸
三
と
あ
れ

rも
、
俳
洲
町
書
に
は
こ
戸
田
氏

E
E
g内
]
u

円。

E
2
2
E
R
F
E骨
町
三
井
あ
る
。

0
3
m
E
P
叶
巴
且
釦
門
戸
ω
国

ド
1
円

E
己
F
H
ν
U・
品
世
間
。

(
睦
四
)
金
制
叫
が
何
故
に
究
臨
た
る
に
適
す
る
か
に
つ
い
て
、
〉
己
完

E
r
は
金
風
そ
の
も
山
W

A

肘
刷
、
帥
ち
誕
蝿
並
に
仙
川
に
便
訓
な
る
こ
・
と
を

卑
げ
て
ゐ
る
が
、
臣

O
F
E
E
E
E
A
以
上
自
存
五

2
2踊
そ
れ
自
主
川
配
布
す
る
乙

L
1
5
z
r
u
u
z
E
E
目
戸
戸
皇
内

北
に
締
少
な
る
こ
と

E
Z
B
を
前
加
l
て
ゐ
る
。

J

)

 

オ
レ

l
ム

J
M
出

E
E
P
は
賞
僻
由
誕
材
た
る
べ
奇
峰
刊
と
し
て
一
週
搬
の
持
品
な
る
が
た
め
賞
金
属
た
る
こ
と
、
仁
倒
仙
の
貯
蔵
た
る
が
た

(

-

め
に
監
宇
な
る
こ
と
、
司
小
口
取
引
の
た
め
に
分
制

L
作
る
こ
と
、
川
町
品
質
の
弾
一
な
る
こ
と
を
障
す
る
た
め
に
訓
印
を
捺
し
符
る
と
と
を
卑
げ

〉

(

(

。

て
ゐ
る
。

次
に
貨
筋
金
風
的
一
倒
低
仁
つ
い
て
=
E
E
E
n
E
P
E
r
s
-
官
Z
E
2
5
2
骨

E
5
5
守
、
baba
色
、
号
、
E
3
2
E

E
E
5
2
E
母
旦
Z
E
t
d
-
E
Z
E
Z
E
E
B
o
r
s
-
】司

E
S
E
E
M
g
h
w
m」
員
【
古
田

U
O
E
q
z
骨
t
E
司

2
0五
-
2
0
E
自門

E
-
u
E
Z
Z
F
S
F

Z
述
べ
、
彼
は
黄
金
属

ω債
務
の
決
定
基
礎
己

L
て
貴
重
性
ピ
稀
少
性

m-nE
問
。
白
山
口

2
凶町内

2問己
C
釦【

HZHERM-二

一一一一ー

(
宮
内
門
戸

O
E
2
2
E
)
ご
を
血
中
げ
、
こ
の
ニ
要
素
か
ら
金
は
そ
の
性
質
上
銀
よ
b
も
高
価
闘
で
ゐ
る
ο

金
貨
正
銀
貨
ご
の

師
個
侃
関
係
は
こ
の
賞
金
尉
の
自
然
的
倒
値
闘
係
仁
令
致
す
る
や
う
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
設
い
て
ゐ
る
。
(
註
到
)

{
駐
車
)

貨
制
町
山
倒
仙
に
ワ
い
て
、

1
2号』
n
V
〈
。
ロ
日
。

Z
(
M
N』
可
口
出
、
目
、
武
裕
の
倒
値
は
そ
の
議
柑
の
貴
重
に
し
て
市
川
な
る
こ
と
三
品
目
E

M
M
H
E
E
S
E
E
F一
一
刊
に
向
る
も
の
で
あ
る
o
純
一
ソ
て
貨
幣
の
倒
慨
は
そ
の
素
材
倒
値
と
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
が
よ
{
市
場
に
油
田

Monroe， op. c1L p. 2-4 6) 
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油
し
得
る
は
素
材
伺
値
以
外
に
貨
幣
の
倒
絡
捌
定
相
九

F
Z
Z
E
E
Z
官バ
E
E
に
基
{
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
貨
略
的
側
他
も
他
白
物
と
同
ヒ
や

う
に
時
と
所
に
よ
り
又
特
に
供
給
に
上
っ
て
礎
化
す
る
も
り
て
あ
る
と
。

hzzEHdSコ
ョ
。
高
官
(
J
目。1
Z
S
)

B
 

E
叫
脚
質
し
得
る
と
。

は
金
計
蓄
蔵
さ
れ
た
場
合
に
は
稀
砂
に
な
り
.
従
う
て
同
一
貨
幣
を
以
て
以
，
M
よ
り
も
多
〈
の
物
品

国

E
P
E
(オ
レ

l

白
山
附
)
(
ロ
ヨ

-M81~目
と
は
貸
借
白
悩
値
は

r
F
E
E
ロ
o
E
に
よ
・
っ
て
計
批
さ
る
べ
き
も
由
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば

車
同
人
が
金
山
叫
主
代
僻
L

一
し
て
挺
せ
な
い
て
も
向
ほ
計
者
は
費
出
山
口
的
に
聾
す
る
か
、
b
て
あ
る
。
そ
れ
故
に
全
世
に
時
で
金
訟
は
良
時
帰
惑
に
於

9
 

け
る
と
同
一
帯
〈
は
噌
ん
ど
同
一
心
伺
値
を
有
す
る
と
。

然
る
に
オ
レ

l

ム
は
貨
幣
惜
仙
に
つ
い
て
は
多
〈
詰
っ
て
ゐ
な

ν凶

司E

貨
榊
附

ω銑
迭
は
交
通
を
縄
易
に
す
る
ニ
ピ
以
外
仁
何
等
の
意
味
を
も
有
ゼ
凶
が
故
に
、
貸
借
の
倒
伯
は
そ
の
索

刺
繍
倣
ピ
会
〈
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
必
G

A
M
併
合
刷
出

ω稀
少
性
に
は
上
下
に
各
I
一
定
の
限
界
ゐ
る
二
子
ぜ
要
す
。
粧
し
鎧
鮮
に
劃
し
て
そ
の
材
料
た
る

金
制
刷
が
不
足
す
れ
ば

(
『
町
民

ι
E
E
Sロ
E
B
n
-
t
H
U
S
E
Oロ
止
と
凶
王
に
貨
幣
材
料
の
麗
改
{
日
己
主
。
自
己
注
目
)

を
許
容
せ
、
ざ
る
可
か
ら
庁
じ
る
に
至
る
。
之
に
反
[
て
お
引
〈
材
料
が
伶
h
に
豊
富
な
ら
ん
か
、
貨
幣
数
量
の
増
加

ω

た
め
に
貨
常

ω職
能
後
持
上
支
障
を
生
中
J

で
る
ゐ
ら
う
ご
。
然
ら
ば
適
時
同
な
る
貨
餅
数
量
ご
は
幾
何
、
並
に
貨
枇
巾

材
料
己
密
接
な
る
闘
紫
を
有
す
る
貸
借
需
要
を
決
定

f
る
原
因
如
何
一

ω問
題
に
劃

Lτ
は
・
彼
は
何
等
の
解
答
を

只
沈
通
内
に
は
常
に
一
定
川
町
貨
松
布
要
が
存
在
[
、

奥
へ
な
ド
で
、

ぞ
れ
が
補
償
古
れ
る
迄
は
金
銭
を
他
の
用
途

オ
レ

I
ム
山
ル
民
俗
母
蹴
に
就
い
て

七

l¥1onroe， op. cit， p， 25 
Monroc， op. cit. p. <35 
Sc11reiber. 'Uje VOlks¥¥'irtschaft Anschauungen del' Scholaski seit Thomas-
v， Aquin. S. z17-<326， 
.l'¥Jonro(!， op. cit. 35 

7) 
8) 

。}

....'， . 



オ
レ

l
ム
ゆ
食
融
市
皐
説
に
就
い
て

七

に
充
て
‘
、
は
な
ら
白
ど
一
五
ム
考
を
抱
ν
f
b
た
ゃ
う
で
あ
る
G

常
時
偽
蘭
西
に
は
金
貨
銀
貨
の
他
に
倫
ほ
銀
三
鍋
正
の
合
金
よ
h
成
れ
る
黒
色
の
貨
幣
(
呂
町
E
日
W
E
B
S
'

止
と
が
流
通
し
て
ゐ
花
。

ζ

れ
に
つ
い
て
オ
レ

1
4
は
付
斯
〈
の
如
主
百
一
利
の
貨
絡
を
必
要

c
す
る
や
否
や
o

に
各
碕
一
の
金
属

Ltな
る

錬
貨
の
調
値
閥
係
郎
も
比
率
如
何
の
問
題
に
吋

V

て
省
察

L
た
。
即
も
彼
は
大
取
引
の
商
業
に
金
銀
貨
の
必
要
な

る
が
如
(
、
小
口
の
取
引
に
謝
し
て
小
額
賃
併
を
必
要
ピ
す
る
ご
の
理
由
の
下
に
、
各
締
貨
融
市
の
同
時
流
通
を
認

め
た
。

(
註
六

此
の
勅
仁
於

τ彼
は
締
助
貨
枇
而
的
必
要
を
是
認
し
℃
ゐ
る
の
で
め
る
。
彼
は
誕
に
合
金
の
問
題
仁

つい

vτ
、
高
舗
な
る
金
貨
は
そ
の
内
容
認
識
の
困
難
な
る
ご
、
欺
哨
の
危
険
ゐ
る
を
以

τ合
金
は
絶
劃
仁
排
斥
す

ぺ
き
も
、
小
額
貨
融
市
に
限
っ
て
許
す
ぺ
き
も
の

Z
し
て
ゐ
る
。

小
制
先
慨
に
つ
い
て
は
、
常
時

om省
間
に
呉
諭
が
あ
っ
た
。
印
ち
小
銅
賞
幣
は
仙
刊
に
そ
四
品
位
の
庇
下
さ
札
る
危
険
多
き
も
の
な
る
が

故
に
、
債
措
者
は
小
嗣
貨
僻
に
て
支
側
主
畳
〈
る
の
義
務
あ
り
や
山
由
宇
田
川
越
は
品
時
由
事
者
間
に
諭
議
さ
れ
て
ゐ
た
。
員
。

--EZω
の
記
録
に

依
れ
ば
「
杭
の
問
題

r劃
L
て
、
巴
里
町
元
老
院
は
、
小
翻
貨
幣
日
前
柴
を
瞥
む
た
め
の
も
の
に
は
非
ず
し
て
、
只
田
平
に
引
曲
閉
山
一
た
品
に
誼
ら
れ
た

も
0
.て
あ
リ
、
日
ワ
大
き
な
金
制
。
時
に
は
は
張
る
不
便
あ
り
と
の
理
由
由
下
に
消
柚
的
由
裁
決
を
下
し
て
ゐ
る
。
」
酷

L
之
に
劃
し
て
〉
F
2何

回
「
戸
田

E
隼
の
反
樹
拡
が
あ
る
。

(
鮭
穴
)

但
し
此
の
場
合
じ
於
て
も
枇
曾
民
来
の
必
要
仁
封
し
て

(官
o
z庄
一
官
官

n
o
s
B
Z
E
)
の
み
許
さ
る
べ
き
で
あ
っ

τ、
圃
王
が
合
金
に
よ
っ
て
利
袋
を
獲
得
せ
ん
正
す
る
が
如
、
さ
は
ヨ
自
己
R
Eヨ

自
由
出
合
吾
自
正

L
絡
調
に
排

場

Oresme， Traictie pp. 11， 12. 18， 19' 
Monrne. op. cit. p. 36目
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-
帰
す
守
へ
き
で
あ
る
。

貨
帥
貯

ω金
風
や
合
金
(
混
和
)
の
改
麗
は
金
属
が
金
〈
侠
乏
し
た
る
場
合
又
は
廠
乗
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
限
b
許

古
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
凡
て
の
場
合
に
於

τ注
意
す
べ
き
こ
正
は
、
貨
鱗
形
式
に
鋳
造
せ
ら
れ
た
る
名

司
師
慣
倣

(
P
2
2
E
o
ι
・

zoロ
ロ
君
。
昆
)

吉
素
材
償
倣
(
〈
巳
2
0
ι

m
g
R
Z昆
)

正
の
一
致
で
ゐ
る
。
彼
は
議
に

〈
包
日
ピ

]ι

百
江
口
自
を
厳
重
に
匝
別
し
て
ゐ
る
。

此
の
〈
払

R
Z
F
g
z自
に
欄
聯
し

τ穏
々
の
金
属
よ
ち
成
品
錆
食
聞
に
一
定
山
岡
慣
倣
闘
係
郎
も
比
倒

(Et

。-u
。耳目。一ロ)

が
成
立
す
る
。

ζ

の
比
岡
田
は
金
正
銀
ピ
の
自
然
的
習
慣
(
居
釦

Z
B
E
E
E
z
e
Eロ
包
再
開

E
2
5
)

卸
も
自
然
的
関
係
に
基
い
て
定
ま
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、

喝
ぞ
れ
は
ニ
十
劃
一

(
N
O
H

乙
で
あ
る
。
(
陸
七
)

】

V
F
E
白
若
と
一
耳
は
れ
て
ゐ
る
回
目
唱
唱

O
R
r
E
に
は
A
E
拙
由
比
例
は
十
二
劃
一

(
Z

2
 

百
人
r
{
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。

)

k
誌
さ
れ
て
あ
る
が
、
制
時
白
事
者
に
は
4
4

(
控
士
)

然

L
オ
レ

1
ム
は
此
の
比
債
を
十
六
世
紀
の

m
E訟
の
如
〈
永
久
的
安
嘗
性
を
宿
す
る
も
の
正
は
思
は
な
か

っ
た
o

帥
も
金
属

ω
供
給
量
に
重
大
な
る
艶
化
が
起
ら
ば
此
の
比
債
も
麗
化
せ

Y
る
を
得
な
レ
。
然

L
4
の
比
債

せは
し f問
時人
lこ tJ'
ド艮 f壬
り意
捷 tこ
真童話
し fι
得す
るぺ
もき
のも
での
あで
るな。1:1) ( 

ま
た
国
王
正
離
も
狼

b
仁
干
渉
し
得
な
い
、
只
枇
舎
が
腕
に
機
定

伎
は
官
時
の
慣
習
に
従
つ

τ複
本
位
制
を
郎
容

L
居
る
も
、
号
の
級
底
に
於

τ貨
幣
己

ιτ
の
性
質
以
外
に
商

オ
レ

l
・
白
山
貨
幣
串
肱
忙
獄
い
て

三
七
三

l¥1onrDe， p. 31 
Oresme.， Tr~~içlie ， pp. 30-"33・
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オ
レ

1

ム
白
貨
解
明
読
に
就
い
℃

一一一七回

品
正
し
て
の
特
怯
を
も
有
す
る
一
一
つ
の
可
畿
化
的
倒
他
物
(
金
銭
)
を
そ
の
倒
他
の
勤
格
を
防
「
ぺ
き
何
等

ω保
遊

な
し
に
恒
指
不
援

ω
闘
係
に
泣
く
こ
ご
は
困
難
で
わ
る
こ
記
念
認
め
て
ゐ
た
。

品

H
蹴
刑
制
度
に
閲
す
る
規
定
は
便
宜
上
国
王
が
司
る
も
、
闘
民
の
代
表
か
ら
な
る
委
員
曾
に
之
を
移
譲
す
る
・
』
芭

も
出
来
る
。
然
し
オ
ド
!
ム
自
身
に
は
闘
王
は
最
大
の
会
人
代

b
構
成
者
な
る
が
放
に

(
2
J
3
0
5
目
白
向
日
吉
ず

一円
2
耳
自
白
]
2
5
E
n
g岳
阻
止

ω)
縫
逃
任
者
で
ゐ
る
さ
考
へ
た
。
(
討
入
)

岡
山
蔀
由
也
幣
摘
出
植
は
4
4

レ

1
1
叫
後
殆
ん
ど
論
議
さ
れ
な
ゆ
ワ
た
が
、
ス
4

ン
サ

1
(
回
目
官
言
。
『
)
は
唯
一
山
例
外
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
匙
僻
工
場
を
見
山
目
的
州
議
者
に
蚤
捕
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

{
陸
八
)

此
の
貨
枇
旧
制
度
の
規
定
内
に
は
治
融
市
制
度
に
闘
す
る
も

ωも
A
m
叫
ん
で
ゐ
る
が
、
彼
は
只
港
僻
り
技
術
的
方
面
凶

み
を
論
じ
て
ゐ
る
o

則
主
役
は
回

E
E
p
t同
じ
〈
貨
幣
は
枇
食
民
衆

ωキ
踊
り
た
め
に
錦
遁
せ
ら
る
、
も
の
で

あ
る
か
ら
、
岡
王
は
宜
し
〈
鈴
貨
の
品
位
量
目
に
注
意
し
、
計
算
運
搬
に
便
利
な
る
形
態
言
、
倫
杭
唱
を
困
難
な
ら

し
む
る
た
め
の
刻
印

F
T確
保
し
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。

若
し
圏
外
の
王
侯
が
偽
地
を
企
て
た
る
場
合
に
は
直
ち
に
之
を
脂
懲
し
、
叉
不
幸
に
し
て
形
彩
共
に
相
似

ω俄

治
貨
鮮
が

(出
0
5
Z
目
立
母
Z
E
E
E
E
ω
町民一
u
g
z
o
E
n
o一0
2
1
R
E
E
)
園
内
に
流
通
し
始
め
た
る
叫

に
は
、
国
王
は
直
ち
に
沓
良
貨
を
岡
牧
し
て
新
貨
幣
に
代
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

現
に
流
通
す
る
貨
鮮
が
甚
し
く
騨
粍

し
な
る
場
合
に
も
亦
同
様
で
あ
る
。
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此
の
貨
幣
制
度
に
闘
す
る
規
定
ご
共
に
、
園
王
は
現
に
流
通
す
る
貨
僻
E
A
ぴ
新
に
流
通
に
泣
か
れ
ん
ご
す
る
貨

幣
に
闘
し

τ統
制

峨

能

Z
保
設
職
能
ど
を
携
任
す
る
。

こ
の
統
制
並
に
保
静
審
延
ご
し
て
、
図
王
は
各
組
の
金
風

よ

b
成

品

貨

幣

ω痕
低
関
係
(
比
慣
)
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

品仙

ω貨
融
市
鍛
治
り
委
任
に
よ
っ
て
国
王
は
池
幣
り
費
用
を
要
す
る
。
こ

ω遁
幣
費
用
は
何
人
が
負
携
す
べ
き
や

に
つ
い
て
、
彼
は
貨
幣
は
枇
曾
民
衆
仁
所
脱
す
る
が
故
に
そ
の
所
属
者
た
る
枇
曾
民
衆
が
負
捻
可
べ
き
も
の
(
印
?

。
ロ
門
戸
司
自
目
。
ロ
且
h
w
g円
。
o
E自
口
氏
Z
Z旬
、
昨
白
血
岱
耳
陵
町
江

B
氏
自
宅
内
口
弘
ω

g日
自
国
民
E
E
4
Z
な
し
た
。

彼

は

池

幣

費

用

ω徴
収
方
法
ご
し
て

「
金
風

ω市
場
に
於
り
る
貿
入
問
問
格
を
鋳
浩
筏
の
名
目
酬
明
格
よ
ち
も
低
〈

評
定
す
る
こ
こ
、
但
し
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
る
、
観
は
鋳
迭
に
要
し
た
る
貸
費
、
郎
ち
労
働
並
に
必
要
の
費
用

「廿円。

-ωro日
且

日

自

由

ω巳日
ω
包

自

O
ロ
耳
目
品
ロ
ヨ
)

e

炉
、
超
過
し
て
は
な
ら
晶
子
心
遁
ぺ
て
ゐ
る
。
(
詰
九
)
(
誌
ナ
)

(
健
九
)

他
と
同
叫
代
白
人
目
号
-
E
は
貨
僻
は
錨
貨
山
形
閣
に
於
て
も
州
内
金
内
部
態
に
於
て
も
同
一
世
低
値
ゆ
あ
る
中
う
規
定
さ
h
w

な
け
れ
ば

な
ら
由
主
考
へ
、
無
手
肱
料
錨
池
宮
E
Z
U
E
呂
田
仰
向
。
)
白
品
川
世
を
認
め
又
彼
よ
り
後
白
人
昌
巳
吾
首
E
も
錨
先
白
外
車
醐
値
(
巾
己
コ
呂
田
の

=
E
α
)
と
内
在
倒
植

(
E
Eロ例目。〈
ω
E巾
)
由
等
し
さ
を
枇
よ
と
す
と
越
ベ
ワ
L

誌
僻
手
動
料
自
徴
収
に
反
劃
し
て
ゐ
る
。
耐
ほ
彼
は
と
の
寅
施

に
伴
ふ
利
益
を
皐
げ
て
同
七
一
円
向
業
が
雨
林
H

向
山
仲
介
な
(
し
て
何
慮
に
て
も
管
み
醐

z
tこ
と
。
斗
貨
幣
白
眉
草
川
同
誌
山
凡
ゆ
る
誘
惑
が

f
、

匂

除
去
さ
れ
る
こ
と
。
一

v
i事
情
。
下
に
於
て
は
金
鉱
山
鏑
山
主
主
ぎ
る
閣
も
他
自
諦
固
と
同
様
に
貨
備
に
盟
裕
た
リ
持
る
こ
と
町

地
僻
手
駒
料
を
徴
牧
ナ
ペ
き
間
王
の
法
律
上
山
地
利
は
、
従
事
財
産
自
拙
利
が
国
王
白
骨
像
に
依
っ
て
話
さ
れ
る
と
か
、
国
王
山
商
品
に

(
位
十
)

謀
枯
す
る
摺
利
と
か
、
皇
室
叫
刊
酬
明
財
出
内
広
造
郁
E
も
合
む
と
か
V

ふ
咽
・
う
な
種
々
の
議
論
戸
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
ゐ
た
。
十
三
世
紀
由
捗
迄

法
律
は
闘
王
に
到
し
削
何
な
る
制
限
を
も
諮
め
な
か
っ
た
。
勿
誼
こ
れ
よ
り
以
別
に
於
て
も
貨
際
上
拙
刺
の
忍
軸
晶
に
謝
し
て
は
多
〈
の
抗
議
が

オ
レ

1

ム
の
貨
幣
酔
誌
に
就
い
て

三
七
五

Landry， Mutations des monnaies daus l'Ancience France. p. 70 
Boyss. T同 ctatnsVarii， p. 317. Monroe， op. cit. pp. 35-36 
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オ
レ

I
A
O
貨
僻
串
設
に
就
い
て

一
七
六

あ
っ
た
、
併
し
な
が
ら
原
則
そ
れ
白
錐

ι劃
し
て
で
は
な
〈
し
て
構
利
白
檀
別
に
劃
し
て
ピ
あ
っ
た
。
議
に
桂
意
す
べ
奇
日
、
常
時
四
議
請
は
圃

王
が
鑑
僻
拘
置
川
を
徴
枇
L
得
る
a
T

一
世
宇
に
つ
い
て
V

は
な

t
し
て
、
圃
玉
は
何
程
多
〈
徴
牧
L
得
る
守
山
問
題
に
ワ
い
て
ピ
あ
ワ
た

ζ

と
ぞ
あ

る。最
初
敬
合
法
事
者
越
は
、
固
王
の
糧
僻
抗
則
自
領
健
な
徴
牧
の
危
肢
と
、
造
幣
咽
賀
川
を
園
王
に
負
抱
せ
し
む
る

m
平
首
と
白
ニ
省
を
調
停
し
て
、

岡
王
由
良
心
に
解
へ
て
ゐ
た
。
か
{
し
て
閉
門
・

H
F。
自
岡
田
・
聞
き
、
埼
幣
盆
金
を
徴
砕
す
る
構
利
は
麹
晶
る
が
間
保
と
慣
盟
主
を
以
て
臨
ま
る

る
や
う
勘
曲
し
て
ゐ
る
叫
然
L
凡
て
は
艶
設
に
静
っ
た
o
然
L
濫
用
を
繰
抵
す
に
従
っ
て
瀬
世
圃
王
白
描
は
制
限
せ
ら
れ
、
酔
に
は
闘
王
は
彼
替

の
抗
議
に
針

L
て
妥
協
E
巾
山
て
、
一
盤
改
に
は
鞠
告
を
奥
ふ
る
ζ

と
。
ニ
新
貨
幣
に
は
容
易
〈
識
別
し
得
る
や
う
な
形
態
を
奥
ふ
る
こ
と
。
一
】
一

(

(

(

 

人
民
若
〈
同
そ
の
代
事
者
自
同
意
E
求
む
る
ζ

と
。
ド
同
意
す
る
に
至
っ
た
。

幅
削

t
由
加
き
品
田
良
心
肺
巣
と
し
て
誼
幣
益
金
を
徴
枕
す
る
描
利
は
あ
る
制
臨
に
従
ふ
べ
を
も
由
で
あ
る
と
の
悼
統
監
生
じ
た
。
出
品
。
-oロ
に
よ
れ

ば
、
人
民
円
こ
の
楠
判
白
川
恥
制
の
確
定
公
式
は
法
主
同
ロ

5
2
E
H
J
H
(司
o官
日
お
よ
と
の
法
令
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
非
常
特
別
の
場
令
、
し
か

も
人
誌
の
同
意
あ
る
に
非
ぎ
れ
ば
、
岡
王
は
浩
僻
正
延
し
た
る
賞
品
割
以
上
に
手
動
料
配
徴
収
し
て
は
な
ら
由
と
由
尿
刷
出
一
刑
さ
れ
て
あ
る
。

ζ

白

法
令
が
寺
院
の
傭
統
と
な
切
、
カ
ノ
一
一
ス
ト
は
爾
後
こ
れ
を
主
虫
し
た
。

国

E
E
m
u
は
必
要
の
場
合
に
臨
仁
て
図
正
由
益
金
盤
得
量
制
阻
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
ゐ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
。
一
岡
市
ω
目
"
は
但
帝
貨
制
町
内
所
居
者

た
る
融
合
民
衆
出
正
賞
の
詑
幣
益
金
を
支
抑
ふ
こ
主
に
よ
っ
に
そ
の
掛
川
を
負
掠
す
と
も
、
嗣
王
内
側
に
於
吋
る
そ
れ
以
上
の
弾
事
同
暴
政
て
あ

り
自
然
地
に
帥
旧
法
則
に
反
す
と
。

園
王
は
造
鰐
手
数
料
の
徴
牧
の
場
合
ピ
同
様
に
、
品
民
俗

ω改
愛
(
百
戸
訂
門
戸
O

目。ロ
E
H
)
に
よ
っ
工
利
盆
を
占
め

τは
な
ら
向
。

貨
幣
の
改
離
に
は
、
一
形
放
の
麓
夏
(
冨
ロ
官
民
。
宮
田
町
己
創
)
二
比
債
の
麓
真
(
冨

Z
E
e
-
5
3
a
s一回目
0
5
Z
E
Babelon. Theorie Feodale de la monnaie. pp. 315-316. 
Monroe. op. cit. pp. 33-35 
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E
E
)
巳
名
稽
の
鑓
兎
(
宮
口
官
民
O

毛
主
E
o見
ω
)

佃
量
目
の
縫
克
(
書
官
民
O

唱
。
ロ
白
内
乱
凶
)
伍
材
料
の
礎
克
(
冨
ロ
E

E
o
E
R
E
O
)
ム
ハ
組
成
の
縫
真
言
ロ
官
民
0
8
3
0畑町
Z
)
の
六
つ
の
場
合
が
ゐ
る
が
、
彼
は
↓
貨
幣
の
名
一
榔
山

崎
盟
夏
は
各
祈
貨
幣
間

ω閥
M

加
を
奈
乱
す
る
が
放
に
不
可
、
叉
極
印

ω趨
夏
は
賢
治
偽
造
の
ゐ
b
た
る
場
合
叉
は
使

用
に
堪
へ
得
F
る
四
何
度
的
磨
耗
ゐ
る
場
合
に
限
hz
許
さ
る
べ
〈
。
一
一
新
量
目
の
鋳
貨
は
新
名
稀
を
以
て
の
み
諮
ら

る
ぺ
〈
。
一
一
一
材
料
の
痩
一
見
は
従
来
の
も
の
が
快
乏
し
た
る
附
の
み
に
限
ら
る
正
。

以
上
の
消
極
的
原
則
は
凡
て
闘
王
の
遺
融
市
雄
濫
用
に
劃
し
て
提
議
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
改
麗
設
に
悪
改

鎮
の
純
々
の
方
法

ω内
部
側
係
に
つ
い
て
は
深
〈
論
じ
て
居
ら
ぬ
。
(
位
十
一
)

{
註
+
-
)

9
 

zz宮
内
】
。
司
苫

HUOBO目
印
刷
及
び
里
見
己
百
円
。

E』
υozp
同
被
山
師
国

E
E
E
M
の
看
過
し
た
る
を
彼
U
F
M
削
促
し
た
り
て
あ
る
h

乍
併
・
彼
が
此
の
時
代
に
於
て
.

7
p
-フ
ク
ド
以
後
人
々
か
ら
グ
レ

V

ア
ム
の
法
則
(
p
a
E
E
-
-
ω
d
q
)
ピ
呼

ば
晶
、
も

ω
を
認
識
し
て
ゐ
た
E
レ
ふ

-
Z』
は
・
彼
の
所
設
中
最
も
重
要
な
駄
で
ゐ
る
。
却
も
彼
は
国
王
の
貨
融
市

惑
改
鋳
政
策
に
お
し
て
次
の
如
〈
述
べ
て
ゐ
る
。
『
悪
改
鋳
に
依
っ
て
、
国
王
は
図
民
よ
b
貨
幣
を
奪
ふ
の
み
な
ら

十
、
倫
は
良
貨
を
閥
外
仁
洗
出
せ
し
め
る
。
蓋
し
人
々
は
貨
融
市
が
最
も
高
〈
評
償
さ
れ
る
所
に
そ
れ
を
持
も
行
か

ん
ピ
努
め
る
か
ら
で
あ
る
。

か
〈
し
て
良
貨
は
国
外
に
流
れ
山
で
、
只
怒
貨
の
み
残
る
。
印
ち
悪
貨
は
良
貨
を
幅

逐
す
る
の
で
ゐ
品
。
か
く
し
て
絡
に
は
園

ω内
外
に
於
て
慈
賞
が
倫
遺
贋
治
せ
ら
れ
、
商
業
貿
易
は
漸
失
じ
衰
退

し
、
賞
金
嵐
も
亦
困
外
に
流
出
す
る
」
d

ご
回
目

H
S
E
E
E自
克
明
戸
内
一
宮

3
E目
】
官

E』
u
n
R
E
-
E
E
Z
E
E
ヨ
ω
1
5
m
o
z
z。目。
ω

オ
レ

1
'
a
円
貨
僻
事
院
に
就
い
て

一-
7七
七

.. 
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ォ
ν
1
ム
心
佐
賀
略
事
説
ド
ド
就
い
て

三
七
八

ヨ
ロ
書
記
号
百
高
官
。
宮
古
口
。
2
岳
民
凶
コ
向
。

2
m
m
丘
E
n
r
p江
戸
月
邑

2

5
・
z
σ
H
2
2
Z
E
-
-。自
2昨日

国
。

E
5
2
m
E
E
n
o
s
E
d
E円

E
m
E
E
O
Z
戸
百
日
u
o
E司
包

4
0
9
z
E
E
E
q
E
E
n
E
d
J
m
s
r司

宮
内
自
唱
M
d
Z
2
5
n
u
ω
E
C
m己目
3
2
げ

O
P
J
W
E
2
2
E
O回
日
目
ロ

在

2
2
2
ロ
Mdnz一E
F
U
品
内
見
守
民
ロ
0
5
5四
D
5
2
m吉
伸
邑

M
E
E
2同町】
-
E
』

t
o
E
Oロ
ω
z
g
n
E
E旦
E
h
a
z
o
E
ω
ヨ

E
司
自
問
。
話
回

Z
E耳目
ω

l

-

HydH75HU20品目}戸間ロロ門知門
H
E
r
n
μ
【

2
ヨ
望
夕
】
ロ
宅
-
E
E
Z口
官
E
耳

E
0
3。
Z
E
a江
主
国
免
『
E
E
S

〉《凶

}
M
5
E
Z
m
H
U
=号
E
R
2
5
2

E-一
日
時
国
。
ロ
誠
司
自
吉
田
。
E
Z
Eヨ
唱
。
司
冨
-
a
E
E去
る
目
印
刷
官
ス
ロ
岳
山
内
5

2

E
己
2
1
5
z
:
E
U邑
克
己
目
2

ご
。
以
上
を
も
っ

τ彼

オ
レ

l
ム
的
意
識

L
た
法
則
凶
要
紡
は
二
各
組
の
貨
融
市
金
一
勝

ω比
率
は
市
場

債
格
に
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
に
低
〈
評
倒
せ
ら
れ
た
る
金
貨
は
市
場
か
ら
駆
逐
さ
れ
る
。
二
一
良
貨
三
思
貨

ご
が
互
に
流
通
す
る
所
で
は
良
貨
が
騎
逐
さ
れ
て
認
貨
が
流
泌
す
る
。
で
あ
っ
て
、
本
質
や
制
限
が
初
め
て
組
叫

の
叶
日
口
E
E
U
は
結
ば
れ
て
ゐ
る
。

的
に
攻
先
せ
ら
れ
た
所
詞
グ
V

V

ア
ム
法
則
な
る
も
の
ご
、

オ
レ

1
ム
の
意
識
し
た
る
貨
僻
現
象
に
就
い
て
の
法

則
正
は
互
に
符
合
す
る
所
多
き
を
見
る
。
(
説
十

彼
は
ま
た
貨
幣
故
惑
融
輔
の
結
巣
、
貨
幣
に
よ
っ
て
な
さ
る
、
支
搬
、
枚
入
、
賃
子
等
以
不
確
定
正
な
bJ
、
貴

族
、
借
侶
、
裁
判
官
、
軍
人
、
職
工
、
商
人
等
凡

τそ
の
弊
害
を
蒙
っ
て
貧
困
に
陥
る
が
、

只
少
数
の
岡
替
商
り

み
刺
袋
す
る
。
蓋
し
雨
替
商
は
一
躍
々
貨
鮮
の
改
獲
に
閲
す
る
秘
密
報
告
を
得
工
.
安
債
の
時
に
良
貨
を
買
集
め
、

制

騰
貴
し
た
る
時
之
を
貰
却
し
て
巨
利
を
博
す
る
か
ら
で
あ
る
さ
設
〈
。
(
註
十
-
=
)
(
註
十
四
)

ま
党
貨
融
市
の
臨
間
損
が
自
然
法
則
的
に
品
位

ω漸
弐
的
降
下
を
も
増
進
し
、
そ
の
結
果
貨
鮮
の
形
態
水
準
が
憶
に

-

Oresme， TraictieJ pp. 26. 60--63 
Monroe， Op. cit. p. 38 
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悪
貨
己
同
列
に
置
か
れ
)
賞
金
嵐
の
あ
ら
ゆ
る
輪
出
禁
止
も
そ
の
放
田
市
な
〈
、
圏
外
に
於
て
盛
に
偽
造
腿
遣
が
企

て
ら
る
、
吉
越
ぺ
て
ゐ
る
。

(
位
十
ニ
)

単
品
伺
或
は
旨

E
G
E
p
g
{令
官
I
M
F

回

口
)
が
希
臓
の
背
に
於
て
脱
に
所
制
グ
レ
シ
ア
ム
法
制
を
咽
皿
し
て
ゐ
る
と
詑
〈
も
白

あ
れ

rも
、
吾
人
出
荷

L
此
心
咽
懐
に
〉
コ
害
者

E
戸
自
由
詩
「
位
」
を
政
む
な
ら
ば
.
そ
こ
に
は
「
今
日
n
M
阜
中
良
き
佑
貨
が
行
は
れ
な
い
で
盛

貨
が
迦
川
ず
る
」
主
い
五
平
な
る
事
貨
の
叙
述
以
外
に
何
物
を
も
円
品
出
さ
向
て
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
所
消
グ
レ
シ
ア
ム
怯
川
な
る
も
の
が
民

に
A
し
き
以
前
よ
り
オ
レ

i
ム
以
時
的
多
〈
的
識
者
に
よ
ワ

τも
省
接
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
事
貨

rあ
る
。
例
へ
ば
有
名
な
る
法
律
串
者

E
n司。

U
G
V
O
戸
腕
は
一
一
一
一

O
八
年
に
『
先
制
白
隠
質
の
結
果
、
同
外
人
が
品
川
貨
に
合
ま
る
ゐ
金
削
艇
の
賀
際
世
由
み
に
抗
意
す
る
宇
う
に
な
っ
て
以
謀
、
物

倒
が
非
常
に
崎
武
し
た
戸
と
い
ふ
こ
と
を
国
王
に
愁
訴
し
て
ゐ
る
。
ま
た

Z
Eロ
ユ
岳

3
3
口

E
R
{
ロヨ
l
H
S
U
)

は
「
同
家
が
多
輔
剣
山
貨
怖
を

一
時
に
雄
副
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
共
内
山
或
る
貨
幣
は
そ
回
世
自
に
基
い
て
、
み
よ
り
辿
股
倒
値
以
上
に
師
備
さ
れ
る
と
い
ふ
や
う
な
と
と
が
起
る
。

ζ

山
場
合
に
若
し
何
等
白
禁
止
さ
へ
な
け
れ
ば
所
有
者
は
そ
白
貨
怖
を
以
引
か
ら
撤
去
し
又
坑
目
に
従
っ
て
之
を
虚
分
せ
ん
L
」
欲
す
る
で
あ
ら

B
 

リ
a

う
」
と
就
き
。
十
四
世
紀
山
あ
る
貨
備
局
長
円
手
間
に
も
「
挫
止
さ
れ
な
い
金
銀

ω
危
険
に
つ
い
て
ニ
ωo目
。
何
回
日
目
白
r
o『
め

川

E
問。
E
-
ω
Oヨ
n

z
 

z自
Z
問。

E
E
Z
2一
〈
司
・
=
な
る
文
句
が
あ
る
。
云
3
2
0
は
之
を
砕
し
て
、
あ
る
側
向
|
|
総
持
法
制
ー
ー
の
存
#
の
詑
嘩
は
崎
明
な
る
オ

〉

レ
l

ム
白
研
究
に
優
る
と
昭
一
五
二
六
年
山
口
。
町
内
山
E
P
Z
一
五
回
九
年
四
』
。
『
ロ
出
且

2
0
所
聞
は
省
略
す
る
。

(
髭
十
三
)
富
。
一

EmwnE
は
此
山
諭
に
瓦
謝
し
て
ゐ
る
。
印
ち
若
し
凡
ゆ
る
筑
械
が
一
様
に
騰
貴
す
る
な
ら
ば
、
同
一
周
家
内
に
於
て
は
何
人
も
清
。

さ
れ
又
は
害
す
る
こ
と
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば

H
て
山
物
慣
が
同
一
比
例
に
蹴
賞
す
る
か
ら
で
あ
る
と
o
詳
L
〈

u
z。
ロ
ヨ
ぷ
百
占
事
問
。
2

(
位
十
回
)

誌
幣
惜
の
多
此
休
刊
と
頻
々
と
し
て
杷
る
紛
貨
の
陵
J

抗
心
結
晶
は
凶
替
業
を
普
及
せ
し
め
た
。
而
か
も
此
の
両
替
に
は
雄
々
暴
利
(
臣
Z
E
}

を
作
ふ
白
で
、
そ
の
合
法
性
討
論
議
さ
れ
る
で
ヲ
に
た
っ
た
。

オ
レ
l
ム
は
雨
替
問
(
円
。
-
J
b
H
M
E
E
E
)
を
山
中

L
豊
前
端

(
2
r
z刷。向日-問問。)

と
し
て
排
年
し
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
は
貸
僻
は
貨
幣
を
胎
ま
ず

(噌

R
5
5
官
。
E
S
E
官
円
H
d
z
Eロ
旬
。

5
4
と
の
ア
り
ユ
ト
ー
ト
ル
の
貨
体
不
胎
論
、
並
に
貨
融
市
は
消
費
抑

(
n
g
E百
MMmhEnu)
な
リ
、

オ
レ

1
ム
由
貨
僻
闘
中
設
に
就
い
て

三
七
九

.. 

B日nt~ op. cit. pp. IB8~ 189. (l¥Ionroe. p. 25) 
Schreibei， a. a. -O. S. S. 134 
Bれants，op. cit~ p. 189 
Monroe， op. cit.'， p. 38 
Monrae， p~ 29 
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オ
レ

1
・
占
由
貨
僻
串
齢
に
就
い
て

A 
O 

却
つ
時
間
そ
れ
自
身
は
貨
鞘
を
胎
ま
ず

(叶
AUE咽
5

3
円
時

-uRSヨ
戸
別
昌
司

5
0日
ロ
O

ロ
可
。
町
宮
内
)
と
す
る
、
司
E
Oヨ

昌

由

z
m
z
E
及

HV

」E
Z
E
官

d
z
c自
の
拶
聴
を
受
げ
て
貨
融
市
両
替
業
は
不
正
且
引
不
法
(
巳
H
E
r
s
且
山
口
」
E
E
E
)
な
り
と

L
た
。

乍
併
.
彼
は
貨
僻
的
改
艇
が
物
慣
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
、
叉
そ
れ
に
よ
っ
て
券
貨
や
小
寅
値
段
に
愛

化
を
生
母
吉
る
か
、
聡
出
の
増
加
を
惹
起
せ

F
る
か
に
つ
い
て
は
何
等
論
究
し
て
ゐ
な
い
。
叉
彼
の
設
t
貨
傍
流

過
は
闘
内

ωみ
に
限
ら
れ
、
閤
家
相
互
聞
の
流
通
は
会
〈
.
看
過
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
貨
併
数
量
設
以
後
進
者
に
謝

し
て
何
等
の
指
標
を
も
奥
へ
な
い
。
彼
の
貨
餅
職
能
論
は
ア
リ
ノ
旦
ト

1
ト
W

の
註
蒋
者
逮
じ
ょ
っ

τ孜
究
せ
ら
れ

調

た
税
度
以
上
じ
は
一
歩
も
出
て
ゐ
な
レ
の
で
あ
る
。

彼
は
債
値
を
設

C
色
、
只
賞
金
風
の
圃
慣
値
を
決
定
す
る
要
素
ご
し
て

自民主一
o
E
a
E
E
を
示
し
、
金
は
そ
の

性
質
上
、
銀
よ
り
も
よ
b
稀
少
に
し
て
よ
h
貴
重
高
債
な
る
が
放
に
銀
よ
h
も
一
一
磨
重
用
せ
ら
る
、
古
い
ム
事
質

を
過
ペ
た
に
過
ぎ
な
い
。

彼
は
何
故
に
貴
金
属
が
高
き
債
を
有
す
る
か
を
深
〈
碁
礎
づ
り
る
こ
Z
を
避
り
、
ま
た
岡
闇
値
の
主
蹴
的
基
礎
に

つ
い
て
は
同
盟
主

n
r
g
H
P己
並
に
彼
の
師
国

zzeロ
等
己
同
様
金
〈
之
を
看
過
し
て
ゐ
る
。
彼
の
著
作
に
つ

h
u

て
窺
ひ
得
る
金
属
の
煩
値
以
、
そ
の
自
然
的
関
係
仁
よ
h
て
僚
件
づ
り
ら
る
、
生
産
の
困
難
吉
、

そ
の
在
在
量

一一-

古
に
因
る
も
の
ご
解
す
ぺ
き
炉
、
然
ら
4
y
ん
ば
、
金
は
そ
の
性
質
上
銀
ょ
ん
リ
も
よ
h
員
重
な
る
が
放
に
、
若
〈
は

留

よ
り
一
屠
賞
金
属
な
る
が
故
じ
高
舗
で
あ
る

Z
解
す
る
他
は
な
い
。

t 

MiUer. S. 120 
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彼
は
貨
融
市
を
債
値
比
践
の
共
(
円
E
H
B
E
S
Z呂
田
宮
-qtEω)
で
ゐ

h
、
人
工
的
富
(
』
E
F
U
-
2
島
丘
管
内
}

な
k

リ
イ
」
解
L
・
又
名
目
開
問
備
と
素
材
網
低
，
子
炉
』
締
別
し
な
が
ら
、
備
は
そ
の
痕
値
は
闘
玉
に
依
っ
て
確
定
さ
れ
る

も
の
に
あ
ら
十
、

そ
の
素
材
の
量
目
さ
品
質
ご
に
依
っ
て
定
ま
る
一
つ
の
商
品
な
h
t
の

E
E
5
3毎
日
の
限

套
ev-脱
し
得
な
か
っ
た
、
め
に
か
貨
幣
正
物
倒
又
は
貨
幣
煩
値

ω安
定
等
の
如
き
、
解
き
難
き
幾
多
の
難
問
に
逢

着
し
た
ゃ
う
で
あ
る
。
宅
三
o
S
E
の
言
葉
を
備
つ

τ云
へ
ば
、
彼
は
そ
山
根
本
に
於

τ
尺
度
ど
そ
の
測
定
正
す

る
劃
象
子
宮
混
同
し
た
師
寒
暖
計
は
品
開
を
指
示
す
る
、
然
し
熱
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
秤
は
重
苦
を
確
定
す
る
、

し
か
も
そ
の
等
慣
物
で
は
な
い
。
貨
幣
は
物
の
岡
慣
値
を
測
定
す
る
共
同
車
位
で
は
ゐ
る
が
、
測
定
せ
ら
る
、
調
象

吉
岡
一
物
で
も
な
け
れ
ば
又
ぞ
れ
に
取
っ
て
代
る
も
の
で
も
な
い
。

彼
は
貨
鮮
の
魂
を
宿
す
金
銭
の
特
殊
の
意
味
を
理
解
し
得
な
い
で
、
貨
鮮
は
必
宇
金
銀
の
如
き
冨
件
。
ュ
ω
司
H
0

・

巴
。
由
化
る
べ
し
E
す
る
嘗
時
の
貨
幣
翻
に
囚
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o

或
る
卒
者
の
一
去
ふ
が
如
く
、
彼
の
所
訟
の
悉
は
猫
創
で
は
な
〈
、
多
〈
は
先
人
の
思
想
を
踏
襲
し
た
も
の
で
ゐ

る
。
例
へ
ば
金
属
貨
幣
の
商
品
的
性
質
、

そ
の
需
輸
の
結
果
、
貨
幣
改
窓
口
弊
害
等
は
彼
の
師
国
立
含
ロ
も
飯
に

述
べ

τゐ
る
。
然
仁
彼
は
そ
れ
等

ω
重
要
な
る
諸
結
を
組
織
的
に
張
先
し
、
原
則
的
に
一
屠
発
展
せ
し
め
た
。
彼

は
爾
本
位
制
の
困
難
を
認
め
、
造
幣
提
用
の
徴
牧
を
是
認
し
、
叉
低
ぺ
評
償
さ
れ
た
る
貨
幣
内
海
外
流
出
を
も
看

破
し
て
後
世
の
の
O
官

E
E
u
や

Q
B
E
E
等
に
そ
の
指
棋
を
奥
へ
た
。
彼
ゆ
貨
僻
現
象
に
闘
す
る
論
越
は
彼
が

オ
レ

1
ム
山
貨
幣
串
院
目
就
い
て

λ 

w 

K. Diehl u. Mombert， Ausgewah1te Lese試uc'kezum Studium der Polit・
is(!hen Oekonomie. VOl1l Geld. 2. S. 35-36 
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オ
レ

1
ム
山
貨
幣

mr置
に
就
い
て

i¥. 

そ
の
時
代
を
善
〈
理
解
し
て
ゐ
た
設
様
で
あ
っ
て
、
確
か
に
彼
は
十
四
世
紀
に
於
り
る
偉
大
な
る
岡

t
車
自
主
司

の
一
人
で
あ
っ
た
。

Z 

t立国
説与
で昌

2E 
。1!))iJ; 
恭一
L 
才

v 

.L. 

tま

叶
『。
日
E 
〉
A 
C 

S' 
" ω 
ご
み
一
然
同
一
の
思
想
を
有
し
て
ゐ
た
正
す
る
な
ら
ば
、

中
世
に
於
り
る
滋
品
目
法
患
者
の
随
一
正
も
稀
せ
ら
る
、
か
の
叶
『
。
目
白
が
港
融
市
に
闘
す
る
閥
王
の
本
分
セ
高
調

L
、
ま
た
オ
レ

1
ム
の
先
輩
の
多
〈
が
、
貨
幣
に
闘
す
る
前
要
な
貼
を
認
識
し
て
ゐ
た
ど
い
ム
ニ
ピ
は
確
か
な
事

貨
で
ゐ
る
o
然
し
オ
レ

1
A
が
此
等

ω人
々

E
異
な
る
は
、
彼
に
は
紳
準
的
型
式
が
よ
り
少
な
い

E
云
ふ
紡
で
は

な
〈
、
事
み
よ
・
り
多
〈
経
憐
的
特
性
を
有
し
た
ご
レ
ふ
勅
で
あ
る
。
ォ
レ

1
ム
も
亦
時
代
の
誠
紳
な
祁
脱
し
て
は

ゐ
な
か
っ
た
o

同
O
R
E
q
が
若

L
オ
レ

1
ム
は
早
〈
も
且
つ
全
然
紳
皐
的
時
代
か
ら
解
放
さ
れ
て
ぬ
た
ご
思
っ
て

ゐ
た
な
ら
ば
、
そ
は
誌
で
あ
る
日
例
へ
ば
才
レ

l
ム
が

E
0
5
E
は
目
。
ロ
且
仁
由
来
す
る

Z
V
よ
思
惣
か
ら
貨
幣

を
紳
岨
一
一
城
し

τ、
そ
の
改
恐
を
全
然
排
斥
し
た
る
が
如
き
.
如
何
に
品
川
ほ
宗
教
的
御
念
の
設
潤
せ
し
か
を
諮
す
る

に
足
る
o

英
他
彼
の
道
徳
的
傾
向
、
主
棋
の
讃
美
・
綴
術
的
素
養
等
、
そ
の
時
代
の
そ
れ
ぜ
殆
ん
H

と
一
致
し

τゐ

た
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
世
人
は
オ
レ

1
ム
に
つ
い

τの
ロ
ッ
ジ
エ
庁
の
激
賞
に
岨
到
し
て
は
若
干
の
制
限
を
附
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

Endemam， a. a. O. 5tudien Bd. J. S. 26. Bd. 2. S. 188. 
Altlllanu， a. a. O. S. 32 
Roscher， Zcitsch口紅白 a.a. O. S. 317‘ 
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貨
に
ア
U
F

ト
マ

Y

の
言
ふ
が
如
〈
オ
レ

1

ム
を
有
名
な
ら
し
め
た
る
も
ロ
ッ
ジ
エ

Y
で
あ
る
が
、
叉
彼
の
異
同
慣

. ，戸...巴d， 



を
説
ら
し
め

1'-
()) 

も
ロ
ツ

ソ
よL

Pレ

で
ゐ
る
0'" 

オ
レ

1
ム
自
身
も
告
白
す
る
如
〈
、
彼
は
決
し
て
革
新
者
(
古
口
。

=zこ
で
は
な
か
っ
た
、

明
叫

思
怨
を
事
貨
に
則
し
て
解
説
し
た

ωで
あ
る
。
即
ち
オ
レ

1
ム
は
只
貨
鮮
が
商
品
牲
を
有
す
る
安
換
手
段
で
め
っ

常
時
阪
に
存
せ

L

た
時
代
に
属
す
る
原
理
を
捕
捉
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
‘
貨
幣
が
新
[
い
且
つ
会
〈
臭
っ
た
峨
品
川
を
有
す
る

現
今
の
貨
餅
理
論
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
。
(
許
十
五
)

(
位
十
五
)
オ
レ
B

ム
白
名
却
は
組
消
明
史
家
ロ
ツ
シ
品
ル
白
推
賞
に
負
ふ
印
刷
が
多
い
。
仙
慨
は
貨
に
令
レ

1
ム
在
十
回
世
紀
に
於
付
る
体
大
な
る
固

民
組
桝
場
者
な
り
主
詩
英

L
、

N
E
E岳
江
町
内
・
同

F
m
a
-
印
E
B
E
4
F
に
は

L
H
E
n
F
g
a
r
o
H日
rτ

と
書
い
て
あ
る
が
、
共
後
白
瑞
世
、

。zn
E
n
E
O
品
E
Z己
E
ロ
巴
α
r。ロ
OEHO
印
u
u
m
に
は
也
、
柏
町
民

ι
E
R
r
g
m同

ro司
m
z
=
と
同
正
し
て
ゐ
る

o
然

L
エ
シ
」
ア
マ
ン
の
師
、
曹
は
ロ

ツ
シ
ェ
ル
山
訟
を
排
L
、
え
レ
I
ム
由
説
は
其
創
思
に
山
て
し
も
白
少
{

1
マ
ス
グ
キ
ノ
以
下
白
血
恕
を
承
継
せ

L
に
過
ぎ

γ
と
一
石
守
て
ゐ
る
。

仰
ほ
オ
レ

1
ム
に
劃
す
る
油
引
静
倒
に
ワ
い
て
は

O
R宵
F
D
O
R
E
n
Eの
色
白
兄
島
o
E
p
r。
E
E
H
P
印・目
N
U
B

並
に
口
己
5
2
F
冒
E
R
Z

。2n
E岳
百
円
同
司
田
町
民
B
E
E
r。
E
E
-
0・凹

N
Y
E専
一
川
。

乍
併
、

よ
し
オ
レ
!
ム
が
附
代
を
超
越
(
得
宇
、
ま
た
そ
の
所
設
に
幾
多
の
敏
駄
ピ
説
謬
が
あ
ハ
た
に
せ
よ
、

彼
が
号
の
蛍
時

ω思
索
家
を
し
て
先
づ
第
一
に
組
織
的
に
論
究
す
べ
き
こ
ご
を
意
識
せ
し
め
た
功
績
は
ゐ
る
。
況

ん
や
号
の
著
作
の
動
機
が
純
思
索
的
欲
求
が
ら
で
は
な
(
し

τ事
ろ
そ
の
附
代
の
忍
鏡
改
商
品
り
弊
告
を
救
済
せ
ん

ご
す
る
政
治
的
興
味
に
多
〈
存
[
た
こ
ど
を
願
ふ
時
、
彼
に
向
付
ら
る
、
非
難
の
大
部
は
寛
似
さ
れ
る
で
あ
ら

7 
0 

ア
市
川
ト
マ
ン
の
言
ふ
が
如
〈
、
彼
は
貨
幣
測
論
を
書
い
た
の
で
は
な
〈
、
彼
が
諮
問
し
た
る
側
々
の
駄
を
論

オ
レ
S

A

B
貨
幣
串
設
に
就
い
て

/，‘ 

Altmann， S. 2S 
Monroe， op. cit. p. 38 
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オ

ν
1
ム
の
貨
僻
事
拡
に
就
い
て

= 
入

回

究
し
た
の
で
ゐ
品
。
貨
幣
諭
で
は
な
(
し

τ寧
ろ
鋳
貨
論
で
あ
る
。

き
れ
ば
歴
史
的
立
場
か
ら
延
世
的
見
解
の
代

表
者

ω一
如
〈
彼
を
讃
美
す
る
人
よ
h
も、

そ
の
過
賞
評
艇
を
攻
撃
す
る
人
々
の
方
が
、
寧
ろ
正
し

V
Z
思
ふ
。

さ
は
云
へ
、

彼
が
鋭
敏
な
る
経
憐
眼
正
卓
越
せ
る
賢
明
ご
を
以
工
是
の
時
代
的
疾
忠
を
認
識
し
、

経
済
生
活
の

倒
々
の
法
則
営
理
解
し
て
、
貨
幣
改
悪

ω
結
果
に
向
っ
て
下
し
た
る
問
中
理
的
判
断
は
、
永
〈
他
界
の
共
有
ご
な

h
r
、
其
放
川
市
は
獅
&
リ
カ

l
庁
五
世

ω治
世
の
み
に
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

(
出
十
六

のO
唱
。
百
一

n
E
仰
の

る

}
K
ヨ
)

カパ
ν
剥

Eρ

』

E
ロ

回

O《
出
回
伊
の
印
2

2
日
+
失
の
可
円
品
目
〈
E
同
『
釦

F

G
耳
切
宮
ヨ
』
円
リ
♀
Z
P
H
i
o
H
守
、

z
。B
F
国
号
口
F
H
o
n
r
o
(
十

七
陛
紀
)
及
び
叶
日
向
。
件
等
・
多
〈
は
彼
に
よ
っ
て
開
拓
せ
ら
れ
し
途
を
歩
ん
打
の
で
あ
る
。

一
四
一
二
年
刈
1
ル
大
世
が
貨
制
に
闘
す
る
謀
っ
た
古
筑
を
採
っ
た
時
、
巴
盟
大
車
内
陥
成
抽
出
目
失
由
加
き
言
葉
E
M
て
愁
訴
し
た
。

句
、
国
昆
呉
国
u
o
E
h
H

。zE百円
S
E
E
Z円
骨
h
E
2
5
宮
口
己

o
g
g官

2
2
s
q
o
E
g
g
-
m
m咋
円
、
自
国
骨
日
目
向
島

E
H
Z
t
g

-uO戸田内庁

2
4山市
5
-
oヨ
E
E
』

R
z
s
2
2
2同
品
命
日
四
国
弘
司
d

己

mロ
ペ
』

G
-
-
-
5
m
o
c
Eロ一円問。

ι
2
k
g
Z
2
r
m
E山
田
骨
官
民
尚

σ
Z
D
P
己
冒

Z
Zロ
ι命
可

2
ω
E
E
-
-
n
p
E』
zn=mnro詔
由
向
。
口
市
吋
肌
』

E
H
n内
仏

mwiu同
3
1
Z
1
0
2
ι
0
4
0
5
』
R
O
E
-
o
Z
E
O耳
・
開
問
}
宮
内

(
陸
+
六
)

E
5
2同
官
官
ロ

20
目
。

-
J
S
2
0
2宮
a
p
n同
-
g
n
r自
q
m
2
-
a
Z
E
σ
司
u
E
E
O
E
Z
E
-
m
gロ
。
ア
旦
『
B
Z
E吉
田
吉
伸

ιAW
コ。

E
Z
Z
E
Oロロ
O〕
耳
切
『
近
高
松
品
剛
王
)
内
金
貨
が
仰
何
に
そ
の
地
目
と
倒
値
と
に
於
て
舵

F
し
つ
h

あ
る
か
を
決
し
て
忘
れ
作
で
は
な
ら

向
u

例
「
ぱ
一
品
キ
ュ
ー
は
従
来
よ
り
ニ
リ
ロ
だ
け
そ
の
倒
値
を
減
じ
、
一
一
プ
ラ
ン
は
各
々
三
マ
昆
ー
だ
け
の
倒
値
を
減
じ
て
ゐ
る
。
掛

t
白
如

奇
は
故
山
間
民
一
世
な
第
一
世
凶
王
の
損
先
に
な
る
己
主
で
あ
る
。
か
〈

L
て
品
質
は
嗣
迭
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
闘
替
商
ロ
ン
バ
ル
人
抽
障
が
凡

--.-...--:!.-..一一

ゆ
る
良
い
金
貨
を
島
き
集
め
て
、
支
抑
山
一
隙
に
目
新
し
き
貨
轄
を

M
て
す
る
か

b
」

之
を
要
す
る
に
、
彼
に
よ
っ

τ
F肱
せ
ら
れ
1
貨
幣
事
設
に
は
、

一
般
に
妥
常
す
る
原
理

ω存
す
る
ご
同
時
に

~ 
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ルレ

オ
レ

r
ム
の
貨
幣
串
震
に
就
い
て

八
五

ま
た
幾
多
の
快
貼
己
競
謬
を
も
合
ん
で
ゐ
る
。
乍
併
・
彼
が
貨
幣
改
思
の
結
果
、
質
附
唄
-T
回
却
に
す
る
こ
仰
の
貨
幣

が
同
一
の
名
目
侭
格
を
以

τ流
通
す
る
時
、
人
々
が
名
目
倒
格
よ
b
h
質
慣
の
高
き
貨
幣
ef
撰
び
て
或
は
之
を
蓄

殺
し
、
或
は
鈴
潰
L
、
戒
は
闘
外
に
輪
出
し
て
利
盆
を
獲
ん
ご
す
る
は
、
人
間
利
己
心
の
品
目
勤
で
あ
っ
て
~
貨
幣

の
流
通
が
法
体
及
び
習
慣
の
カ
よ
b
も
真
に
終
憐
的
勢
力
に
よ
る
こ
正
の
偉
大
な
る
を
看
破
し
て
、
所
詞
貨
幣
流

通
の
法
則
に
確
川
仰
を
建
て
た
功
績
は
、
設
却
J
q
る
-
】
ご
が
出
来
自
制
。

彼
の
著
古
宵
叶
E
n
E
H
E
が
訟
ら
〈
貨
幣
に
閲
す
る
最
初

ω特
殊
論
文

t
L
て
.
叉
ス
コ
ラ
月
-
プ
イ

1
ヵ
1
の
明

確
に
し

τ直
哉
的
な
解
説
ご
し
て
、
貨
幣
事
史
上
特
異
の
地
位
を
受
〈
る
ご
共
に
、
彼
の
唱
へ
し
貨
融
市
曲
学
設
も

w
w

冨
。
号

E
2
5
2
2
t
h
の
終
熔
せ

F
る
限
h
、
永
〈
祉
の
戚
賞
を
享
り
る
で
あ
ら
う
。

2
5
2
、丸、五、)
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